
　　　　

6 年 12 月 25 日

9 時 15 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

 ４月  　  ５月　　　　  ６月         ７月     ８月      ９月      　10月      　11月       12月       　１月      ２月     ３月
お花見／こいのぼり／ありがとう制作／プール遊び／夏祭り／ミニ運動会／ハロウィン／秋の実制作／クリスマス会／お正月遊び／節　分／ひな祭り

長期休暇時：クッキング・課外活動・マクドナルドや駄菓子屋さん等買い物支援　　　その他：保護者会・誕生日会

家族支援
〇　家族からの相談に対する適切な助言等
○　家族が安心してレスパイト時間を確保できる環境の提供
○　保護者同士の交流の場を設け情報共有

移行支援
〇　ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備

○　自立に向けての支援（留守番が出来るようになる等）

地域支援・地域連携
〇　福祉、教育、医療などの関係機関や障害福祉サービス事業所などと連携し利用者や
家族の支援を進めていく

職員の質の向上
○毎月の職員会議の中での支援内容の確認・資料を基に勉強会

○虐待防止委員会の開催と内容を職員と共有

支　援　内　容

本
人
支
援

個々に沿ったスケジュールの作成・荷物の片づけ・あさの会・あいさつ・検温・おやつ作り/クッキング・食事のマナー・着脱

公園での活動・ラジオ体操やジャンボリミッキーなどのダンスで身体を動かす・制作活動・ヨガ療育

色や数字・物品など様々な概念の獲得・環境の設定

音かるた・文字のなぞり書き・本読み・絵カード等言葉以外でのコミュニケーション手段の獲得

集団活動・戸外活動（お買い物支援・公園散策・公共施設利用等）・ルールや順番を守る・他者との距離感など良好な関係の育成

法人（事業所）理念
○　みんなで心を一つに、目的を果たすために団結・協力してどんな困難も乗り越えていく

○　自分でできることを一つでも増やす。できない時には「助けてください」「ありがとう」が伝えられる

支援方針
○　家庭的雰囲気の中で楽しさや厳しさ等、コミュニケーションを学ぶ場を提供し、集団でしか体験できない色々なことを経験しながら、家庭や関係機関との連携
　　を図り、子どもたちの成長を一緒に見守ります

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 多機能事業所　まいはーとここあ 支援プログラム 作成日


